
平成１８年度　厚生労働省予算概算要求総括表

　　

【一般会計】

（単位：億円）

増▲減額

　　 （Ａ） 　　 （Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）

  一　　　般　　　会　　　計 　　 208,178 215,415 7,237

2,424 2,917 493

199,575 205,336 5,761

193,938 199,737 5,798

5,637 5,600 △ 37

5,580 6,562 982

599 599 0

　 

(注)計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。

　　平成17年度予算額は、平成18年度要求・要望額と比較対照のため組替えを行ったものである。

・ 改革推進公共投資事業償還時
  補助等

・ 公 共 投 資 関 係 費

・ 義 務 的 経 費

・ 裁 量 的 経 費

　　　　　年 金 ・ 医 療 等

　　　　　そ　　  の  　　他

区　　　　　分

平成１７年度 平成１８年度

予    算    額 要求・要望額

-　総括１　-



○　要求・要望の概要

　　平成18年度要求・要望総額　　　　２１兆５，４１５億円

 

  　　

 

　 20%
　

    
　　　　　　

　　○　予算編成過程で検討

　　　　１．公債特例法後の年金事務費の取扱い

　　　　２．基礎年金国庫負担割合の引上げ

　＋

１９兆９，７３７億円 ５，６００億円 ６，５６２億円 ２，９１７億円

（　４９３億円 ）　

 ８，０００億円　　

年金・医療等の経費

１９兆３，９３８億円

裁量的経費

（年金・医療等の経費を除く）

　　削減・合理化
　　　▲２，２００億円

（　５，８００億円　）

　（　９８２億円　）

　　　(注)　計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。

▲３％
（▲３７億円）

義務的経費

５，６３７億円

公共投資関係費

２，４２４億円

　　○　年金・医療等の経費については、概算要求基準額の範囲内に収めるための方策に
　　　 ついて、予算編成過程において引き続き検討する。

５，５８０億円

（平成１８年度要求・要望額）

  予算編成過程において、政府全体で

  総 額 １，０００ 億 円 の 範 囲 内 で

  公共投資関係費、裁量的経費の上限

  に加算

　 一体として見直し、メリハリのある要求・要望

-　総括２　-



　　
【特別会計】

　　

 （単位：億円）

増▲減額

　　 （Ａ） 　　 （Ｂ） （Ｂ）－（Ａ）

 特　　  別　 　　会　 　　計 　　 725,681 747,661 21,980

　　

 　厚 生 保 険 特 別 会 計 442,987 455,341 12,354

   船 員 保 険 特 別 会 計 666 649 ▲17

   国 民 年 金 特 別 会 計 239,131 249,156 10,025

   労 働 保 険 特 別 会 計 41,295 40,838 ▲457

　 国立高度専門医療ｾﾝﾀｰ

                       特別会計 1,602 1,677 75

　 

（注）

　１．特別会計の金額は、それぞれの勘定の歳出額を合計したものである。

　　　また、労働保険特別会計においては、徴収勘定を除いたものである。

　２．計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがあ
　　　る。

区　　　　　分
平成１７年度 平成１８年度

予    算    額 要求・要望額

-　総括３　-


